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歯
科
の
治
療
だ
け
で
な

く
、
歯
科
衛
生
士
を
は
じ

め
、
看
護
師
や
他
職
種
と
連

携
し
、
チ
ー
ム
で
患
者
の
健

康
を
見
守
る
こ
と
が
大
切
だ

―
―
。
２
月
16
日
に
組
織
部

が
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た

「
今
日
か
ら
で
き
る
歯
科
訪

問
診
療
講
習
会
」
で
、
講
師

の
吉
田
裕
志
氏
は
63
人
の
参

加
者
に
呼
び
か
け
た
。

　

講
習
会
は
昨
年
保
団
連
が

発
行
し
た
『
今
日
か
ら
で
き

る
歯
科
訪
問
診
療
の
手
引
き

（
２
０
１
２
年
版
）』
を
テ

キ
ス
ト
に
歯
科
訪
問
診
療
の

基
本
的
な
流
れ
や
認
知
症
高

齢
者
な
ど
へ
の
対
応
、
保
険

請
求
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
解

　

一
般
の
歯
科
診
療
の
場
面

で
は
、
歯
科
Ｘ
線
に
よ
る
健

康
影
響
は
、
ほ
ぼ
無
い
に
等

し
い
レ
ベ
ル
と
の
説
明
が
為

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
ま
た
、
一
般
医
科

の
場
合
に
於
い
て
も
、
Ｘ
線

撮
影
に
伴
う
医
療
被
曝
の
影

響
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
説

明
が
為
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
な
い
様
で
あ
る
。

蓄
積
す
る
線
量

　

な
ぜ
、
そ
の
様
な
状
況
が

起
こ
っ
て
い
る
か
と
言
え

ば
、
そ
れ
は
、
医
療
者
自
身

が
そ
の
よ
う
な
教
育
を
受
け

て
来
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
具
体
的
な
検
証
も
さ

れ
な
い
ま
ま
に
、
医
療
に
お

い
て
は
被
曝
影
響
よ
り
も
、

も
遺
伝
子
の
不
安
定
性
な
ど

被
曝
リ
ス
ク
が
蓄
積
さ
れ
て

行
く
、
と
い
う
事
実
が
正
し

く
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
原
因
が
有
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
原
発
作
業
員
の

被
曝
量
が
積
算
線
量
に
よ
っ

て
評
価
さ
れ
る
の
は
、
こ
の

理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

限
度
値
な
し

　

職
業
的
に
放
射
線
を
扱
う

人
の
場
合
は
、「
ど
の
１
年

で
も
50
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超

え
ず
、
５
年
間
で
１
０
０
㍉

シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
て
は
な

ら
な
い
」
と
い
う
限
度
値
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

検
査
で
得
ら
れ
る
利
益
分
の

方
が
上
回
っ
て
い
る
と
い
っ

た
、
ド
グ
マ
的
な
教
育
が
行

わ
れ
、
例
え
低
線
量
の
被
曝

で
あ
っ
て
も
被
曝
し
た
分
だ

け
影
響
が
有
り
、
一
定
線
量

以
下
で
あ
れ
ば
害
が
な
い
訳

で
は
無
く
、
例
え
一
回
一
回

が
低
線
量
の
被
曝
で
あ
っ
て

し
、
一
般
人
の
場
合
は
、
年

間
１
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え

な
い
と
い
う
限
度
値
と
な
っ

て
い
る
。

　

し
か
し
、
患
者
の
医
療
被

曝
に
つ
い
て
は
限
度
値
の
定

め
が
な
い
。
結
果
、
一
般
人

は
学
校
検
診
や
職
場
で
の
検

診
、
成
人
検
査
な
ど
、
行
政

れ
は
一
般
人
の
年
間
許
容
線

量
の
10
倍
以
上
を
浴
び
る
形

に
な
り
、
通
常
の
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
の
２
０
０
〜
４

０
０
回
分
に
相
当
す
る
量
と

も
言
わ
れ
る
。
白
血
病
で
労

災
と
し
て
認
定
さ
れ
る
基
準

値
の
最
低
線
量
は
５
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト
で
、
こ
れ
は
被
曝
し

て
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
て

発
症
し
た
ケ
ー
ス
と
言
わ
れ

る
。
こ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、

Ｃ
Ｔ
検
査
の
被
曝
線
量
が
ど

れ
程
の
レ
ベ
ル
か
分
か
り
易

い
か
と
思
う
。 

（
つ
づ
く
）

 

訂
正　

連
載
１
回
目
（
１
月

25
日
付
）
で
筆
者
の
肩
書
き

を
「
名
古
屋
市
開
業
」
と
記

載
し
ま
し
た
が
、「
名
古
屋

市
在
住
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

で
決
め
ら
れ
た
検
診
や
、
病

気
や
怪
我
で
病
院
に
か
か
っ

た
折
な
ど
含
め
、
ト
ー
タ
ル

で
ど
れ
だ
け
被
曝
し
て
い
る

の
か
全
く
把
握
出
来
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
回
の
Ｃ
Ｔ
検
査
は
、
10

〜
20
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
に
相
当

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

説
し
た
。

　

認
知
症
高
齢
者
へ
の
対
応

と
し
て
は
、
前
触
れ
な
く
処

置
を
し
な
い
、
何
を
す
る
に

も
必
ず
前
も
っ
て
声
を
か
け

る
な
ど
患
者
に
安
心
感
を
与

え
、
不
安
感

を
与
え
な
い

こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
し

た
。

　

昨
年
の
改

定
で
歯
科
訪

問
診
療
料
の

引
き
上
げ
や

補
助
加
算
が

算
定
で
き
る

よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
述

た
医
療
に
か
か
わ
っ
て
ほ
し

い
、
と
注
意
を
促
し
た
。

テ
キ
ス
ト
販
売
中

　

協
会
で
は
、
歯
科
訪
問
診

　

部
分
床
義
歯
の
成
功
―
戦

い
は
概
形
印
象
で
既
に
始
ま

っ
て
い
る
。
戦
場
な
ら
ぬ
診

療
室
で
緻
密
に
理
論
武
装
さ

れ
た
戦
い
（
前
処
置
、
概
形

印
象
、
機
能
印
象
）
を
さ
れ

る
先
生
の
動
画
―
そ
こ
に
は

一
切
の
手
抜
き
も
妥
協
も
な

い
（
良
い
意
味
で
こ
こ
ま
で

や
る
か
で
あ
る
）。
先
生
の

信
条
―
印
象
は
採
る
の
で
は

な
く
採
り
に
い
く
―
が
全
身

に
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
が

２
月
16
日
、
堺
市
中
区
開
業

の
山
上
博
史
氏
を
講
師
に
、

同
市
内
で
開
催
し
た
講
演
会

の
終
盤
で
あ
る
。
テ
ー
マ
は

「
今
さ
ら
聞
け
な
い
パ
ー
シ

ャ
ル
デ
ン
チ
ャ
ー
の
基
礎
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｔ
３
―
印
象
採
得
の
実

際
―
臨
床
編
」。
酷
寒
の
な

か
28
人
が
参
集
し
た
会
場
に

は
熱
気
が
満
ち
た
。

　

部
分
床
義
歯
の
印
象
は
、

①
歯
牙
の
正
確
な
解
剖
的
印

象
②
粘
膜
の
加
圧
印
象
③
床

辺
縁
の
決
定
―
―
が
必
要
で

　

大
阪
市
東
部
・
北
部
両
地

区
は
、「
患
者
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
す
る
技
術
」
を
２
月
16

日
、
保
険
医
会
館
で
開
き
、

13
人
が
困
っ
た
患
者
（
ハ
ー

ド
ク
レ
ー
マ
ー
）
へ
の
対
応

法
を
学
ん
だ
。
講
師
は
尾
内

康
彦
氏
（
医
科
協
会
事
務
局

次
長
）。

　

尾
内
氏
は
、
ト
ラ
ブ
ル
患

者
の
誤
解
と
し
て
、
①
患
者

に
は
治
療
方
法
を
自
己
決
定

す
る
権
利
が
あ
る
が
歯
科
医

師
の
治
療
行
為
に
協
力
す
る

必
要
は
な
い
②
歯
科
医
師
に

は
治
す
義
務
が
あ
る
③
医
院

に
行
け
ば
治
る
④
医
療
は
安

全
―
―
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

診
療
契
約
は
準
委
任
契
約

で
受
任
者
（
歯
科
医
師
）
の

債
務
は
、
業
務
の
誠
実
な
遂

行
に
あ
る
。
た
だ
、
自
費
診

療
が
多
い
歯
科
で
は
、
予
後

が
良
好
で
な
い
場
合
は
単
純

に
は
い
か
な
く
な
る
こ
と
が

多
い
と
強
調
し
た
。

　

〝
ハ
ー
ド
ク
レ
ー
マ
ー
〞

の
代
表
例
と
し
て
、
①
偏
っ

た
医
療
情
報
・
知
識
を
振
り

か
ざ
す
②
過
保
護
で
わ
が
ま

　

臨
床
・
学
術
部
は
、「
バ

キ
ュ
ー
ム
実
習
」
を
２
月
２

日
、
港
区
の
と
み
も
と
歯
科

で
開
い
た
。
初
め
て
の
方
か

ら
５
年
の
経
験
者
ま
で
、
ス

タ
ッ
フ
13
人
が
キ
ャ
リ
ア
に

応
じ
た
実
習
に
取
り
組
ん
だ

（
写
真
）。

　

日
常
は
補
助
側
の
視
点
し

か
見
え
な
い
こ
と
が
多
い

が
、
実
習
で
は
術
者
役
・
患

者
役
に
も
な
れ
る
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
「
こ
う

い
う
気
持
ち
な
ん
だ
！
」
と

気
づ
い
た
り
、
感
じ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
、
不
得
意

な
と
こ
ろ
を
練
習
し
、
バ
キ

ュ
ー
ム
操
作
に
自
信
を
も
て

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

バ
キ
ュ
ー
ム
が
邪
魔
に
な

る
位
置
や
患
者
が
不
愉
快
に

感
じ
る
位
置
や
そ
う
で
な
い

位
置
を
確
認
し
な
が
ら
、
操

作
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
。

　

受
講
者
か
ら
も
「
臼
後
三

角
の
位
置
を
間
違
え
て
覚
え

て
い
た
」
と
の
声
が
出
さ
れ

た
。

　

バ
キ
ュ
ー
ム
実
習
を
通
じ

て
い
つ
も
思
う
こ
と
は
、
受

講
者
の
熱
心
な
気
持
ち
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
と

い
う
こ
と
だ
。

（
歯
科
衛
生
士
・
岡
佐
和
子
）

【
面
談
】
衆
院
〈
維
新
〉
西

根
由
佳
【
議
員
対
応
】
衆
院

〈
生
活
〉
村
上
史
好
【
秘
書

対
応
】
衆
院〈
自
民
〉と
か
し

き
な
お
み
、
中
山
泰
秀
、
大

塚
高
司
、
左
藤
章
、
原
田
憲

治
、
竹
本
直
一
、〈
維
新
〉
井

上
英
孝
、浦
野
靖
人
、松
波
健

太
、
遠
藤
敬
、
馬
場
伸
幸
、

足
立
康
史
、
木
下
智
彦
、
谷

畑
孝
、
西
村
眞
悟
、三
宅
博
、

村
上
政
俊
、
西
野
弘
一
、
丸

山
穂
高
、
伊
東
信
久
、〈
民

主
〉辻
元
清
美
、〈
公
明
〉
北

側
一
雄
、
佐
藤
茂
樹
、
伊
佐

進
一
、國
重
徹
、浮
島
智
子
、

樋
口
尚
也
、〈
共
産
〉
宮
本

岳
志
、
参
院
〈
自
民
〉
北
川

イ
ッ
セ
イ
、
谷
川
秀
善
、〈
民

主
〉
梅
村
聡
、
尾
立
源
幸
、

藤
原
正
司
、〈
公
明
〉
石
川
博

崇
、
白
浜
一
良
、
山
本
香

苗
、〈
共
産
〉
山
下
芳
生

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

ま
な
家
族
③
支
払
い
を
拒
否

④
結
果
か
ら
し
か
判
断
し
な

い
―
―
に
分
類
し
た
。

　

ク
レ
ー
ム
対
応
の
基
本

は
、
①
患
者
の
気
持
ち
を
思

い
や
る
②
ク
レ
ー
ム
を
見
分

け
る
③
詳
細
な
記
録
を
と
る

④
怒
り
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ

せ
る
行
為
は
厳
禁
⑤
会
話
を

録
音
す
る
準
備
を
常
に
す
る

⑥
組
織
的
な
対
応
―
―
な
ど

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
。

あ
り
、
そ
の
要
件
を
臨
床
的

に
満
た
す
の
は
模
型
改
造
印

象
に
も
匹
敵
す
る
個
人
ト
レ

ー
に
よ
る
機
能
印
象
が
必

須
。
そ
の
前
段
階
と
し
て
軽

視
さ
れ
が
ち
な
概
形
印
象
も

ア
ル
ジ
ネ
ー
ト
２
回
法
を
用

い
、
そ
の
正
確
な
模
型
か
ら

適
切
な
形
態
の
個
人
ト
レ
ー

を
製
作
す
る
事
の
重
要
性
を

熱
く
語
ら
れ
た
。

　

根
拠
と
し
て
部
分
床
義
歯

の
長
期
安
定
に
は
支
台
歯
と

義
歯
床
の
連
結
強
度
を
大
き

く
す
る
必
要
性
、
歯
と
粘
膜

の
被
圧
変
位
値
の
違
い
、
総

義
歯
と
の
違
い
な
ど
に
関
連

し
た
文
献
を
列
挙
さ
れ
丁
寧

に
解
説
さ
れ
た
。
今
回
、
山

上
氏
が
引
用
さ
れ
た
経
営
学

者
Ｐ
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
の

「
機
会
は
、
そ
れ
に
値
す
る

者
の
扉
だ
け
を
叩
く
」は「
部

分
床
義
歯
の
成
功
の
喜
び
・

患
者
か
ら
の
感
謝
は
、
そ
れ

に
値
す
る
努
力
を
し
た
術
者

に
だ
け
与
え
ら
れ
る
」
で
あ

ろ
う
か
。
ま
さ
にpractice 

makes perfect

を
実
践
さ

れ
る
先
生
の
真
摯
で
確
か
な

エ
ビ
デ
ン
ス
に
裏
打
ち
さ
れ

た
姿
勢
に
感
動
と
尊
敬
の
念

を
禁
じ
得
な
い
内
容
で
あ
っ

た
。 

（
堺
市
・
江
原
豊
）

べ
「
た
だ
し
歯
科
訪
問
診
療

な
ど
に
対
す
る
近
畿
厚
生
局

の
指
導
も
厳
し
く
な
っ
て
い

る
」
と
指
摘
、
単
に
収
入
ア

ッ
プ
と
い
う
目
先
に
と
ら
わ

れ
ず
に
患
者
の
視
点
に
た
っ

療
講
習
会
で
使
用
し
た
テ
キ

ス
ト
『
今
日
か
ら
で
き
る
歯

科
訪
問
診
療
の
手
引
き
（
２

０
１
２
年
版
』
を
会
員
限
定

で
販
売
し
て
い
る
。
１
冊
１

５
０
０
円
（
送
料
込
み
）。

詳
細
は
下
記
広
告
を
確
認
の

上
、
希
望
者
は
事
務
局
ま

で
。

組織部

臨
床
・
学
術
部

高
齢
者
対
応
や
請
求
要
点
を
解
説

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区

２・
14
国
会
要
請

練習重ね操作に自信

今
日
か
ら
で
き
る
訪
問
診
療

部
分
義
歯
は
機
能
印
象
必
須

困
っ
た
患
者
へ
の
対
応
法

バ
キ
ュ
ー
ム
実
習

訪問診療の基本から認知症高齢者への対応
まで学んだ講習会＝２月16日、Ｍ＆Ｄホール

Ｃ
Ｔ
は
許
容
線
量
の
10
倍
超

医
療
被
曝
ののの
リ
ス
ク

市
民
と
科
学
者
の
内
部
被
曝
問
題

研
究
会
会
員
・
歯
科
医
師　

鈴
木
成
和

論
考
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新刊『今日からできる歯科訪問診療の手引き』2012年版

Ａ４判83ページ定価：1500円（送料込み）　ご注文は協会事務局（TEL06-6568-7731）まで

　歯科訪問診療の入門書として必要な知識をまとめ
た１冊。新設された周術期口腔機能管理の解説の追
加や、居宅療養管理指導など2012年診療報酬・介護
報酬の同時改定を受けて保険請求についての解説を
大幅に変更しています。診療の一助にご活用くださ
い。

主な内容
◆歯科訪問診療・居宅療養管理指導の保険請求
◆摂食嚥下障害へのアプローチ
◆安全管理と全身疾患への対応
◆認知症高齢者への対応　　　など
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